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ら、一度戻っておいで」そこで私はスペインへ戻り、二つ

のコンクールを受け、1位と2位を受賞。その賞金を持っ

てドイツへ帰りました。

　しかし、その賞金も数か月で底をつきました。ドイツで

はビザを取得できないまま、滞在期限が迫っていまし

た。そんな時、コンクールで私の歌を聴いた音楽事務所

から、コンサートの依頼が来ました。その依頼は、5年の

間、ほぼ3か月おきに続きました。私はフランスに5年の

ビザを持っていたため、スペインへ行くたびにフランスを

通過して出入国のスタンプをもらい、ドイツで更に3か月

滞在するという生活を繰り返しました。

　そしていよいよフランスのビザが切れる年、ハンブルク

の開拓教会が法人登録をし、私は教会の伝道師として就

任しました。その雇用契約によって、ドイツへ渡って6年目

の1993年にビザを取得し、ようやく正式にドイツの住民

となることができました。その頃には両親の怒りも収ま

り、私は8年ぶりに日本へ帰ることが許されました。

● 私の「主の祈り」
　その帰国の際、大阪のある教会が、マロットが作曲し

た「主の祈り」を礼拝で歌ってほしいと言って来られまし

た。自由なスタイルで礼拝をしていたドイツの開拓教会

では「主の祈り」を祈ったことがなかったので、とても新

鮮に感じました。

天にまします我らの父よ
願わくは御名をあがめさせ給え
御国を来たらせ給え
御心の天になるごとく　地にもなさせ給え
我らの日用の糧を　今日も与え給え

我らに罪を犯す者を我らが赦すごとく　
　                             我らの罪をも赦し給え
我らを試みに遭わせず　悪より救い出し給え
国と力と栄えとは　限りなく汝のものなればなり
アーメン

　ところが、練習してみると、途中で歌えなくなる箇所

がありました。

我らに罪を犯す者を我らが赦すごとく　
　　　　　　　　　　  我らの罪をも赦し給え

　イエス様は十字架で私のすべての罪を赦してくださった

のに、私は母を赦せていないことに気付かされたのです。

　私の妹は、一歳になる直前、事故で頭に大けがを負

い、知的障害になりました。それ以来、母は妹に一心に

愛情を注ぐようになり、私は受けたい愛情を受けられな

くなりました。更に、妹のことで精神的に苦しんでいた

母は、時々激しい怒りを私に向けるようになりました。

そのため、私は少女期から心を病み、いつか仕返しをし

てやろうという母への恨みをエネルギーにして生きるよ

うになりました。

　その後、聖書を読むようになり、コリント人への第一

の手紙13章の、愛は寛容であり、愛は情深い。……いら
だたない、恨みをいだかない。の箇所を通して、母への
恨みは解決したと思っていました。しかし、「主の祈り」

を歌った時に、心の奥にまだ苦い根が残っていることに

気付かされたのです。

　更に衝撃を受けたのは、マタイの福音書6章で、イエス
様が弟子たちに「主の祈り」を教えた後に語られた言葉

でした。

　もし人の罪を赦すなら、あなたがたの天の父もあなたが
たを赦してくださいます。しかし、人を赦さないなら、あな
たがたの父もあなたがたの罪をお赦しになりません。（マ
タイ6:14-15、新改訳）

　私は、母を赦せていないことが自分の罪なのだと悟

り、どうか母を赦せるようにしてください、と祈り始めま

した。

　そんな時、教会の3人の姉妹たちが、それぞれ別々に、

私から傷つけられたと言ってきました。思い返してみる

と、私は教会で伝道師として仕え、歌手としてもある程度

成功していたことで高慢になり、人を裁いていたのです。

　深く反省し、思

い出せる限りの

罪を主に告白しな

がら悔い改めを

続けていると、神

様の愛に触れ、そ

の愛に触れれば

触れるほど、自分

の罪の深さも見えてきました。そして、こんなにも罪深い

者を赦すためにご自身を献げてくださったイエス様の十

字架の愛が心に迫ってくるのでした。

　ある日、気が付くと、母を赦すだけでなく、愛せるよう

になっている自分に気付きました。そして、母も妹のこと

で大変な苦労を重ねてきたことが理解できるようになり

ました。

　その数年後、突然発症したリュウマチという病を通し

て更に心が探られ、再び深い悔い改めに導かれました。

その時、十字架に架かり、血で真っ赤に染まったイエス

様が心の目に現れ、こう語られたのです。「アツコの罪

は、十字架で流された血潮によってすべて赦された。十

字架を負ってわたしに従いなさい」

　この体験を通して、病が癒されて後、十字架のイエス

様を宣べ伝えることを目的とした「工藤篤子ワーシップ・

ミニストリーズ」の設立へと導かれました。

　私の悔い改めの原点は、今も「主の祈り」です。

我らに罪を犯す者を我らが赦すごとく　
　　　　　　　　　　  我らの罪をも赦し給え

　この祈りが私の心に光を当て、悔い改めへと導き、神

の赦しを確信させ、イエス様の十字架の意味を悟らせて

くれるのです。

　ドイツでは、明日食べる物がないという時を何度か経

験しました。その度に、「我らの日用の糧を　今日も与え
給え」と祈ると、思ってもみなかった方法で必要が与えら
れるのでした。

　また、自力では抜け出せない誘惑の罠に陥ってしまっ

た時も、「我らを試みに遭わせず　悪より救い出し給
え」と何日も祈り続けていると、神様は不思議な方法で
救い出してくださいました。

　このように、私の信仰の歩みは、「主の祈り」に支えら

れてきました。

●プロセウケー
　新約聖書に何度も出て来る「祈り」という言葉の多く

は、ギリシャ語でプロセウケーと言い、イエス様が教え

てくださった「主の祈り」を指していると考えることがで

きます。新約聖書の著者たちは、イエス様が教えてくだ

さった「主の祈り」にどれほどの深い意味と力があるか

をよく理解していたのでしょう。私たちが神の子と呼ば

れるために、御父がどんなに素晴らしい愛を与えてくだ

さったかを知る人たちが、「天にましますわれらの父よ」
と呼びかけるとき、そこには、どれほどの感謝と感動が

溢れていたのだろうと思うのです。

　神の六日間の創造の御業と七日目の安息、十字架の七

言、ユダヤの七つの祭りともつながる「主の祈り」。御国

が来ますように。御心が天になるように地にもなります

ように。ドイツの車いすのご婦人のように、私も「主の祈

り」を祈りつつ、― リバイバル ― この地上に神の国が

一日も早く到来することを切に祈り求めていきたいと

思っています。

　ドイツでの開拓伝道時代、伝道のために時々歌いに

行っていた老人ホームに、いつも顔を輝かせながら車い

すで出迎えてくださる、クリスチャンのご婦人がおられ

ました。彼女の輝きの源は「主の祈り」でした。そのご

婦人は、「『主の祈り』には、自分を、周りを、更には世

界を動かす力があるのですよ。ですから私は日に何度

も『主の祈り』を祈るのです」とおっしゃいました。当

時の私にはピンときませんでしたが、信仰の歩みを通し

て、その意味を理解していくようになりました。

● 私の信仰の歩み
　私は留学先のスペインで出会ったアメリカ人宣教師

夫妻を通して信仰に導かれ、クリスチャンになりまし

た。時を同じくして、アメリカ人のルームメイトであった

マーシーも信仰を持ち、私たち二人は、宣教師夫妻から

毎日のように聖書の学びを受けるようになりました。

　1987年、宣教師夫妻が宣教

地をスペインからドイツへ移す

ことになり、マーシーと私にも宣

教の働きを助けるために同行し

て欲しいと言って来られまし

た。そのために祈り始めて一か月

ほど経ったある日、マーシーと私

に、全く同じ二つのみことばが

与えられたのです。

私は、私を強くして下さるかたによって、どんなことでも
できるのです。（ピリピ4:13、新改訳）

また、私の神は、キリスト・イエスにあるご自身の栄光
の富をもって、あなたがたの必要をすべて満たしてく

ださいます。（ピリピ4:19、新改訳）

　私たちは主の導きを確信し、同行を決意しました。そ

れから私は歌の道を捨てる覚悟をし、両親にドイツへ

伝道に向かうことを手紙で伝えました。両親からの返

事は「勘当」でした。

　覚悟はしていたものの、心が折れそうになった私に、

宣教師は次のみことばを示してくれました。

私の父、私の母が、私を見捨てるときは、主が私を取
り上げてくださる。（詩篇27:10、新改訳）
そして、こう付け加えました。「アツコ、今が肉の親から

離れ、アブラハムのように、天の父だけを頼りに生き

る、信仰の大人としての一歩を始める時なのだよ」

　そうやって私は、全てを捨ててドイツへ行く決心をし

ました。しかし、あちらへ向かう資金がありません。そ

のために祈っていると、コンサート・ツアーの依頼が来

ました。先生や歌仲間たちは、「いよいよプロ歌手とし

てのキャリアのスタートだ」と喜んでくれました。しかし

私は、このツアーは神様がドイツへ行く資金を与えてく

ださるためのものだと確信していました。そこで、周囲

の猛反対を振り切り、そのギャラを持ってスペインを離

れ、ドイツへ向かいました。

●ドイツでの開拓伝道
　ドイツでは困難の連続でした。仕事は、週に一度の

ベビーシッターと、同じく週に一度の掃除婦の仕事しか

見つかりませんでした。数か月後、スペインの歌仲間か

ら電話が来ました。「アツコ、お金がないんじゃない

の？スペインでコンクールを受けられるよう手配したか
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すで出迎えてくださる、クリスチャンのご婦人がおられ

ました。彼女の輝きの源は「主の祈り」でした。そのご

婦人は、「『主の祈り』には、自分を、周りを、更には世

界を動かす力があるのですよ。ですから私は日に何度

も『主の祈り』を祈るのです」とおっしゃいました。当

時の私にはピンときませんでしたが、信仰の歩みを通し

て、その意味を理解していくようになりました。

● 私の信仰の歩み
　私は留学先のスペインで出会ったアメリカ人宣教師

夫妻を通して信仰に導かれ、クリスチャンになりまし

た。時を同じくして、アメリカ人のルームメイトであった

マーシーも信仰を持ち、私たち二人は、宣教師夫妻から

毎日のように聖書の学びを受けるようになりました。

　1987年、宣教師夫妻が宣教

地をスペインからドイツへ移す

ことになり、マーシーと私にも宣

教の働きを助けるために同行し

て欲しいと言って来られまし

た。そのために祈り始めて一か月

ほど経ったある日、マーシーと私

に、全く同じ二つのみことばが

与えられたのです。

私は、私を強くして下さるかたによって、どんなことでも
できるのです。（ピリピ4:13、新改訳）

また、私の神は、キリスト・イエスにあるご自身の栄光
の富をもって、あなたがたの必要をすべて満たしてく

ださいます。（ピリピ4:19、新改訳）

　私たちは主の導きを確信し、同行を決意しました。そ

れから私は歌の道を捨てる覚悟をし、両親にドイツへ

伝道に向かうことを手紙で伝えました。両親からの返

事は「勘当」でした。

　覚悟はしていたものの、心が折れそうになった私に、

宣教師は次のみことばを示してくれました。

私の父、私の母が、私を見捨てるときは、主が私を取
り上げてくださる。（詩篇27:10、新改訳）
そして、こう付け加えました。「アツコ、今が肉の親から

離れ、アブラハムのように、天の父だけを頼りに生き

る、信仰の大人としての一歩を始める時なのだよ」

　そうやって私は、全てを捨ててドイツへ行く決心をし

ました。しかし、あちらへ向かう資金がありません。そ

のために祈っていると、コンサート・ツアーの依頼が来

ました。先生や歌仲間たちは、「いよいよプロ歌手とし

てのキャリアのスタートだ」と喜んでくれました。しかし

私は、このツアーは神様がドイツへ行く資金を与えてく

ださるためのものだと確信していました。そこで、周囲

の猛反対を振り切り、そのギャラを持ってスペインを離

れ、ドイツへ向かいました。

●ドイツでの開拓伝道
　ドイツでは困難の連続でした。仕事は、週に一度の

ベビーシッターと、同じく週に一度の掃除婦の仕事しか

見つかりませんでした。数か月後、スペインの歌仲間か

ら電話が来ました。「アツコ、お金がないんじゃない

の？スペインでコンクールを受けられるよう手配したか

Forgive us our sins

as we forgive those who sin against us.



工藤篤子　賛美CD 好評発売中 … ご注文、お問い合わせはAKWMホームページまたは事務局まで

賛美セミナーDVD CDも好評発売中

賛美セミナーⅡと賛美セミナーⅠのアイテムを併せてご注文される場合、特別価格でお求めいただけます。

賛美セミナー I
DVD 2 枚組

2013年11月4日大阪セミナー録画
（テキスト付）

定価 4,000円（税込）

賛美セミナー I
CD 4 枚組

2013年11月9日東京セミナー録音
（テキスト付）

定価 4,000円（税込）

1. 詩篇から学ぶ賛美　
2. 賛美のいけにえ・
　キリストの賛美
3. ロックの起源・歴史と
　その影響
4. いろいろなリズムと
　ことばに即した賛美
　実演（野田常喜）　 

賛美セミナー II
DVD 2 枚組

2015年11月7日大阪セミナー録画
（テキスト付）

定価 4,000円（税込）

お知らせ

「賛美セミナー」開催を
ご希望、あるいはご検討
いただける教会・団体が
ございましたら、

お気軽に事務局まで、
ご連絡、ご相談ください。

ら、一度戻っておいで」そこで私はスペインへ戻り、二つ

のコンクールを受け、1位と2位を受賞。その賞金を持っ

てドイツへ帰りました。

　しかし、その賞金も数か月で底をつきました。ドイツで

はビザを取得できないまま、滞在期限が迫っていまし

た。そんな時、コンクールで私の歌を聴いた音楽事務所

から、コンサートの依頼が来ました。その依頼は、5年の

間、ほぼ3か月おきに続きました。私はフランスに5年の

ビザを持っていたため、スペインへ行くたびにフランスを

通過して出入国のスタンプをもらい、ドイツで更に3か月

滞在するという生活を繰り返しました。

　そしていよいよフランスのビザが切れる年、ハンブルク

の開拓教会が法人登録をし、私は教会の伝道師として就

任しました。その雇用契約によって、ドイツへ渡って6年目

の1993年にビザを取得し、ようやく正式にドイツの住民

となることができました。その頃には両親の怒りも収ま

り、私は8年ぶりに日本へ帰ることが許されました。

● 私の「主の祈り」
　その帰国の際、大阪のある教会が、マロットが作曲し

た「主の祈り」を礼拝で歌ってほしいと言って来られまし

た。自由なスタイルで礼拝をしていたドイツの開拓教会

では「主の祈り」を祈ったことがなかったので、とても新

鮮に感じました。

天にまします我らの父よ
願わくは御名をあがめさせ給え
御国を来たらせ給え
御心の天になるごとく　地にもなさせ給え
我らの日用の糧を　今日も与え給え

我らに罪を犯す者を我らが赦すごとく　
　                             我らの罪をも赦し給え
我らを試みに遭わせず　悪より救い出し給え
国と力と栄えとは　限りなく汝のものなればなり
アーメン

　ところが、練習してみると、途中で歌えなくなる箇所

がありました。

我らに罪を犯す者を我らが赦すごとく　
　　　　　　　　　　  我らの罪をも赦し給え

　イエス様は十字架で私のすべての罪を赦してくださった

のに、私は母を赦せていないことに気付かされたのです。

　私の妹は、一歳になる直前、事故で頭に大けがを負

い、知的障害になりました。それ以来、母は妹に一心に

愛情を注ぐようになり、私は受けたい愛情を受けられな

くなりました。更に、妹のことで精神的に苦しんでいた

母は、時々激しい怒りを私に向けるようになりました。

そのため、私は少女期から心を病み、いつか仕返しをし

てやろうという母への恨みをエネルギーにして生きるよ

うになりました。

　その後、聖書を読むようになり、コリント人への第一

の手紙13章の、愛は寛容であり、愛は情深い。……いら
だたない、恨みをいだかない。の箇所を通して、母への
恨みは解決したと思っていました。しかし、「主の祈り」

を歌った時に、心の奥にまだ苦い根が残っていることに

気付かされたのです。

　更に衝撃を受けたのは、マタイの福音書6章で、イエス
様が弟子たちに「主の祈り」を教えた後に語られた言葉

でした。

　もし人の罪を赦すなら、あなたがたの天の父もあなたが
たを赦してくださいます。しかし、人を赦さないなら、あな
たがたの父もあなたがたの罪をお赦しになりません。（マ
タイ6:14-15、新改訳）

　私は、母を赦せていないことが自分の罪なのだと悟

り、どうか母を赦せるようにしてください、と祈り始めま

した。

　そんな時、教会の3人の姉妹たちが、それぞれ別々に、

私から傷つけられたと言ってきました。思い返してみる

と、私は教会で伝道師として仕え、歌手としてもある程度

成功していたことで高慢になり、人を裁いていたのです。

　深く反省し、思

い出せる限りの

罪を主に告白しな

がら悔い改めを

続けていると、神

様の愛に触れ、そ

の愛に触れれば

触れるほど、自分

の罪の深さも見えてきました。そして、こんなにも罪深い

者を赦すためにご自身を献げてくださったイエス様の十

字架の愛が心に迫ってくるのでした。

　ある日、気が付くと、母を赦すだけでなく、愛せるよう

になっている自分に気付きました。そして、母も妹のこと

で大変な苦労を重ねてきたことが理解できるようになり

ました。

　その数年後、突然発症したリュウマチという病を通し

て更に心が探られ、再び深い悔い改めに導かれました。

その時、十字架に架かり、血で真っ赤に染まったイエス

様が心の目に現れ、こう語られたのです。「アツコの罪

は、十字架で流された血潮によってすべて赦された。十

字架を負ってわたしに従いなさい」

　この体験を通して、病が癒されて後、十字架のイエス

様を宣べ伝えることを目的とした「工藤篤子ワーシップ・

ミニストリーズ」の設立へと導かれました。

　私の悔い改めの原点は、今も「主の祈り」です。

我らに罪を犯す者を我らが赦すごとく　
　　　　　　　　　　  我らの罪をも赦し給え

　この祈りが私の心に光を当て、悔い改めへと導き、神

の赦しを確信させ、イエス様の十字架の意味を悟らせて

くれるのです。

　ドイツでは、明日食べる物がないという時を何度か経

験しました。その度に、「我らの日用の糧を　今日も与え
給え」と祈ると、思ってもみなかった方法で必要が与えら
れるのでした。

　また、自力では抜け出せない誘惑の罠に陥ってしまっ

た時も、「我らを試みに遭わせず　悪より救い出し給
え」と何日も祈り続けていると、神様は不思議な方法で
救い出してくださいました。

　このように、私の信仰の歩みは、「主の祈り」に支えら

れてきました。

●プロセウケー
　新約聖書に何度も出て来る「祈り」という言葉の多く

は、ギリシャ語でプロセウケーと言い、イエス様が教え

てくださった「主の祈り」を指していると考えることがで

きます。新約聖書の著者たちは、イエス様が教えてくだ

さった「主の祈り」にどれほどの深い意味と力があるか

をよく理解していたのでしょう。私たちが神の子と呼ば

れるために、御父がどんなに素晴らしい愛を与えてくだ

さったかを知る人たちが、「天にましますわれらの父よ」
と呼びかけるとき、そこには、どれほどの感謝と感動が

溢れていたのだろうと思うのです。

　神の六日間の創造の御業と七日目の安息、十字架の七

言、ユダヤの七つの祭りともつながる「主の祈り」。御国

が来ますように。御心が天になるように地にもなります

ように。ドイツの車いすのご婦人のように、私も「主の祈

り」を祈りつつ、― リバイバル ― この地上に神の国が

一日も早く到来することを切に祈り求めていきたいと

思っています。

　ドイツでの開拓伝道時代、伝道のために時々歌いに

行っていた老人ホームに、いつも顔を輝かせながら車い

すで出迎えてくださる、クリスチャンのご婦人がおられ

ました。彼女の輝きの源は「主の祈り」でした。そのご

婦人は、「『主の祈り』には、自分を、周りを、更には世

界を動かす力があるのですよ。ですから私は日に何度

も『主の祈り』を祈るのです」とおっしゃいました。当

時の私にはピンときませんでしたが、信仰の歩みを通し

て、その意味を理解していくようになりました。

● 私の信仰の歩み
　私は留学先のスペインで出会ったアメリカ人宣教師

夫妻を通して信仰に導かれ、クリスチャンになりまし

た。時を同じくして、アメリカ人のルームメイトであった

マーシーも信仰を持ち、私たち二人は、宣教師夫妻から

毎日のように聖書の学びを受けるようになりました。

　1987年、宣教師夫妻が宣教

地をスペインからドイツへ移す

ことになり、マーシーと私にも宣

教の働きを助けるために同行し

て欲しいと言って来られまし

た。そのために祈り始めて一か月

ほど経ったある日、マーシーと私

に、全く同じ二つのみことばが

与えられたのです。

私は、私を強くして下さるかたによって、どんなことでも
できるのです。（ピリピ4:13、新改訳）

また、私の神は、キリスト・イエスにあるご自身の栄光
の富をもって、あなたがたの必要をすべて満たしてく

ださいます。（ピリピ4:19、新改訳）

　私たちは主の導きを確信し、同行を決意しました。そ

れから私は歌の道を捨てる覚悟をし、両親にドイツへ

伝道に向かうことを手紙で伝えました。両親からの返

事は「勘当」でした。

　覚悟はしていたものの、心が折れそうになった私に、

宣教師は次のみことばを示してくれました。

私の父、私の母が、私を見捨てるときは、主が私を取
り上げてくださる。（詩篇27:10、新改訳）
そして、こう付け加えました。「アツコ、今が肉の親から

離れ、アブラハムのように、天の父だけを頼りに生き

る、信仰の大人としての一歩を始める時なのだよ」

　そうやって私は、全てを捨ててドイツへ行く決心をし

ました。しかし、あちらへ向かう資金がありません。そ

のために祈っていると、コンサート・ツアーの依頼が来

ました。先生や歌仲間たちは、「いよいよプロ歌手とし

てのキャリアのスタートだ」と喜んでくれました。しかし

私は、このツアーは神様がドイツへ行く資金を与えてく

ださるためのものだと確信していました。そこで、周囲

の猛反対を振り切り、そのギャラを持ってスペインを離

れ、ドイツへ向かいました。

●ドイツでの開拓伝道
　ドイツでは困難の連続でした。仕事は、週に一度の

ベビーシッターと、同じく週に一度の掃除婦の仕事しか

見つかりませんでした。数か月後、スペインの歌仲間か

ら電話が来ました。「アツコ、お金がないんじゃない

の？スペインでコンクールを受けられるよう手配したか

ハンブルクの聖書の学び会



工藤篤子ワーシップ・ミニストリーズ 事務局
Atsuko Kudo Worship Ministries

AKWMの伝道活動は、皆様のお祈りと献金とご奉仕によって成り立っています。
ご支援くださる皆様をこの活動の一員と考えています。この活動がますます主に
用いられ、宣教が進みますように、どうぞ一員としてご参加、ご支援ください。

郵便振替口座 　00930-1-165955 「工藤篤子ワーシップ·ミニストリーズ」
銀行振込口座　三菱UFJ銀行　瓦町支店（店番003）
　　　　　　　普通預金0133752 「工藤篤子ワーシップ·ミニストリーズ」

メールマガジン登録受付中！

office@akworship.com

※三菱UFJ銀行にお振り込みくださる場合はお名前の表示をお願いいたします。また、事務局にご連絡いただけますなら感謝です。

メルマガ購読を希望される方や、その他のご連絡などは、
上記のメールアドレスまでお願いします。
メールマガジン、ニュースレターは、下記のホームページ
でもご覧いただけます。

  

Website URL
https://akworship.com/
※URLが変わりました。ブックマークの変更をお願いします。

〒590-0027大阪府堺市堺区榎元町5丁5番9号
TEL.090-5241-5086 FAX.050-3153-0648

事務局

12 月     Dec.

8日 ㈫ 14:00~15:30VIP 関西定例会　クリスマス集会 　19:00~　　
　　　　　　　　　場所：VIP 関西センター 9F

　　　　　　　　　　　　　

10 月     Oct.

18日㈰ 15 宝塚栄光教会　賛美コンサート　15:00~

　　　　　

11月     Nov.

3日(火・祝)
15:00~16:00 

高槻一麦教会　工藤篤子コンサート　14:00~
 

　　　　　

28日㈯ 15:00~16:00 伊那福音教会　クリスマス・コンサート（長野県）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　13:30~

 

　　　　　

※記載の予定以外に、定期的に賛美レッスン（個人、グループ）を
　行っています。ご希望の方は、事務局までお問合わせください。

Schedule 工藤篤子
2026年スケジュール

ら、一度戻っておいで」そこで私はスペインへ戻り、二つ

のコンクールを受け、1位と2位を受賞。その賞金を持っ

てドイツへ帰りました。

　しかし、その賞金も数か月で底をつきました。ドイツで

はビザを取得できないまま、滞在期限が迫っていまし

た。そんな時、コンクールで私の歌を聴いた音楽事務所

から、コンサートの依頼が来ました。その依頼は、5年の

間、ほぼ3か月おきに続きました。私はフランスに5年の

ビザを持っていたため、スペインへ行くたびにフランスを

通過して出入国のスタンプをもらい、ドイツで更に3か月

滞在するという生活を繰り返しました。

　そしていよいよフランスのビザが切れる年、ハンブルク

の開拓教会が法人登録をし、私は教会の伝道師として就

任しました。その雇用契約によって、ドイツへ渡って6年目

の1993年にビザを取得し、ようやく正式にドイツの住民

となることができました。その頃には両親の怒りも収ま

り、私は8年ぶりに日本へ帰ることが許されました。

● 私の「主の祈り」
　その帰国の際、大阪のある教会が、マロットが作曲し

た「主の祈り」を礼拝で歌ってほしいと言って来られまし

た。自由なスタイルで礼拝をしていたドイツの開拓教会

では「主の祈り」を祈ったことがなかったので、とても新

鮮に感じました。

天にまします我らの父よ
願わくは御名をあがめさせ給え
御国を来たらせ給え
御心の天になるごとく　地にもなさせ給え
我らの日用の糧を　今日も与え給え

我らに罪を犯す者を我らが赦すごとく　
　                             我らの罪をも赦し給え
我らを試みに遭わせず　悪より救い出し給え
国と力と栄えとは　限りなく汝のものなればなり
アーメン

　ところが、練習してみると、途中で歌えなくなる箇所

がありました。

我らに罪を犯す者を我らが赦すごとく　
　　　　　　　　　　  我らの罪をも赦し給え

　イエス様は十字架で私のすべての罪を赦してくださった

のに、私は母を赦せていないことに気付かされたのです。

　私の妹は、一歳になる直前、事故で頭に大けがを負

い、知的障害になりました。それ以来、母は妹に一心に

愛情を注ぐようになり、私は受けたい愛情を受けられな

くなりました。更に、妹のことで精神的に苦しんでいた

母は、時々激しい怒りを私に向けるようになりました。

そのため、私は少女期から心を病み、いつか仕返しをし

てやろうという母への恨みをエネルギーにして生きるよ

うになりました。

　その後、聖書を読むようになり、コリント人への第一

の手紙13章の、愛は寛容であり、愛は情深い。……いら
だたない、恨みをいだかない。の箇所を通して、母への
恨みは解決したと思っていました。しかし、「主の祈り」

を歌った時に、心の奥にまだ苦い根が残っていることに

気付かされたのです。

　更に衝撃を受けたのは、マタイの福音書6章で、イエス
様が弟子たちに「主の祈り」を教えた後に語られた言葉

でした。

　もし人の罪を赦すなら、あなたがたの天の父もあなたが
たを赦してくださいます。しかし、人を赦さないなら、あな
たがたの父もあなたがたの罪をお赦しになりません。（マ
タイ6:14-15、新改訳）

　私は、母を赦せていないことが自分の罪なのだと悟

り、どうか母を赦せるようにしてください、と祈り始めま

した。

　そんな時、教会の3人の姉妹たちが、それぞれ別々に、

私から傷つけられたと言ってきました。思い返してみる

と、私は教会で伝道師として仕え、歌手としてもある程度

成功していたことで高慢になり、人を裁いていたのです。

　深く反省し、思

い出せる限りの

罪を主に告白しな

がら悔い改めを

続けていると、神

様の愛に触れ、そ

の愛に触れれば

触れるほど、自分

の罪の深さも見えてきました。そして、こんなにも罪深い

者を赦すためにご自身を献げてくださったイエス様の十

字架の愛が心に迫ってくるのでした。

　ある日、気が付くと、母を赦すだけでなく、愛せるよう

になっている自分に気付きました。そして、母も妹のこと

で大変な苦労を重ねてきたことが理解できるようになり

ました。

　その数年後、突然発症したリュウマチという病を通し

て更に心が探られ、再び深い悔い改めに導かれました。

その時、十字架に架かり、血で真っ赤に染まったイエス

様が心の目に現れ、こう語られたのです。「アツコの罪

は、十字架で流された血潮によってすべて赦された。十

字架を負ってわたしに従いなさい」

　この体験を通して、病が癒されて後、十字架のイエス

様を宣べ伝えることを目的とした「工藤篤子ワーシップ・

ミニストリーズ」の設立へと導かれました。

　私の悔い改めの原点は、今も「主の祈り」です。

我らに罪を犯す者を我らが赦すごとく　
　　　　　　　　　　  我らの罪をも赦し給え

　この祈りが私の心に光を当て、悔い改めへと導き、神

の赦しを確信させ、イエス様の十字架の意味を悟らせて

くれるのです。

　ドイツでは、明日食べる物がないという時を何度か経

験しました。その度に、「我らの日用の糧を　今日も与え
給え」と祈ると、思ってもみなかった方法で必要が与えら
れるのでした。

　また、自力では抜け出せない誘惑の罠に陥ってしまっ

た時も、「我らを試みに遭わせず　悪より救い出し給
え」と何日も祈り続けていると、神様は不思議な方法で
救い出してくださいました。

　このように、私の信仰の歩みは、「主の祈り」に支えら

れてきました。

●プロセウケー
　新約聖書に何度も出て来る「祈り」という言葉の多く

は、ギリシャ語でプロセウケーと言い、イエス様が教え

てくださった「主の祈り」を指していると考えることがで

きます。新約聖書の著者たちは、イエス様が教えてくだ

さった「主の祈り」にどれほどの深い意味と力があるか

をよく理解していたのでしょう。私たちが神の子と呼ば

れるために、御父がどんなに素晴らしい愛を与えてくだ

さったかを知る人たちが、「天にましますわれらの父よ」
と呼びかけるとき、そこには、どれほどの感謝と感動が

溢れていたのだろうと思うのです。

　神の六日間の創造の御業と七日目の安息、十字架の七

言、ユダヤの七つの祭りともつながる「主の祈り」。御国

が来ますように。御心が天になるように地にもなります

ように。ドイツの車いすのご婦人のように、私も「主の祈

り」を祈りつつ、― リバイバル ― この地上に神の国が

一日も早く到来することを切に祈り求めていきたいと

思っています。

　ドイツでの開拓伝道時代、伝道のために時々歌いに

行っていた老人ホームに、いつも顔を輝かせながら車い

すで出迎えてくださる、クリスチャンのご婦人がおられ

ました。彼女の輝きの源は「主の祈り」でした。そのご

婦人は、「『主の祈り』には、自分を、周りを、更には世

界を動かす力があるのですよ。ですから私は日に何度

も『主の祈り』を祈るのです」とおっしゃいました。当

時の私にはピンときませんでしたが、信仰の歩みを通し

て、その意味を理解していくようになりました。

● 私の信仰の歩み
　私は留学先のスペインで出会ったアメリカ人宣教師

夫妻を通して信仰に導かれ、クリスチャンになりまし

た。時を同じくして、アメリカ人のルームメイトであった

マーシーも信仰を持ち、私たち二人は、宣教師夫妻から

毎日のように聖書の学びを受けるようになりました。

　1987年、宣教師夫妻が宣教

地をスペインからドイツへ移す

ことになり、マーシーと私にも宣

教の働きを助けるために同行し

て欲しいと言って来られまし

た。そのために祈り始めて一か月

ほど経ったある日、マーシーと私

に、全く同じ二つのみことばが

与えられたのです。

私は、私を強くして下さるかたによって、どんなことでも
できるのです。（ピリピ4:13、新改訳）

また、私の神は、キリスト・イエスにあるご自身の栄光
の富をもって、あなたがたの必要をすべて満たしてく

ださいます。（ピリピ4:19、新改訳）

　私たちは主の導きを確信し、同行を決意しました。そ

れから私は歌の道を捨てる覚悟をし、両親にドイツへ

伝道に向かうことを手紙で伝えました。両親からの返

事は「勘当」でした。

　覚悟はしていたものの、心が折れそうになった私に、

宣教師は次のみことばを示してくれました。

私の父、私の母が、私を見捨てるときは、主が私を取
り上げてくださる。（詩篇27:10、新改訳）
そして、こう付け加えました。「アツコ、今が肉の親から

離れ、アブラハムのように、天の父だけを頼りに生き

る、信仰の大人としての一歩を始める時なのだよ」

　そうやって私は、全てを捨ててドイツへ行く決心をし

ました。しかし、あちらへ向かう資金がありません。そ

のために祈っていると、コンサート・ツアーの依頼が来

ました。先生や歌仲間たちは、「いよいよプロ歌手とし

てのキャリアのスタートだ」と喜んでくれました。しかし

私は、このツアーは神様がドイツへ行く資金を与えてく

ださるためのものだと確信していました。そこで、周囲

の猛反対を振り切り、そのギャラを持ってスペインを離

れ、ドイツへ向かいました。

●ドイツでの開拓伝道
　ドイツでは困難の連続でした。仕事は、週に一度の

ベビーシッターと、同じく週に一度の掃除婦の仕事しか

見つかりませんでした。数か月後、スペインの歌仲間か

ら電話が来ました。「アツコ、お金がないんじゃない

の？スペインでコンクールを受けられるよう手配したか

13 日㈰  主イエス・キリスト教会クリスマス・フェスタ11:00~
ミュージカルThe first Christmas（世界で最初のクリスマス）上演

24日㈭  主イエス・キリスト教会
　クリスマス・イヴ・コンサート（大阪市）18:45~ 　

15 日㈫  シャローム恒例クリスマス会　18:00~
　　　　　（大阪堺市の介護ホーム「晴れる家」）

愛する皆様へ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

チャリティー・コンサート

● 地球規模の災害
　地球の気候変動に伴い、世界各地で想像を絶する災害
が続いています。最近では、こうした災害は「世界規模」と
いうよりも、「地球規模」の災害だと言われるようになりま
した。本当に心が痛む状況を見るにつけ、祈りとともに、
AKWMでもできる限りの支援をさせていただきたいと
願っています。
　これから更に大きな災害が起こることが予想されてい
ますが、それでもまだ、黙示録に記されている患難期の災
害ほどではありません。現在起こっている災害は、人類が
神のことばに従って自然を治めてこなかったことの結果で
はありますが、まだ神の裁きではないからです。
　今はまだ恵みの時です。大いなる主の日が来る前に、福
音を宣べ伝えなければならないという緊迫感を覚えてい
ます。
　みことばを宣べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっ
かりやりなさい。寛容を尽くし、絶えず教えながら、責め、
戒め、また勧めなさい。　　　　　（Ⅱテモテ4:2、新改訳）

● 妹の手術
　妹の心房細動（不整脈の一種）の癒しのために、多くの
方々がお祈りくださいましたことを、心から感謝いたします。
　9月16日のカテーテル手術（アブレーション治療）は無

事に終わり、4日ほどで退院することができました。その
後、10日ほど自宅で静養し、元気にいつも通りの生活に戻
ることができました。
　入院中は毎日付き添いました。そう難しい手術ではな
いとはいえ、手術の前も後も、いくつもの周到な検査が続
きました。病をしっかり治すためには、現在の医療技術を
駆使して、これほど多くの準備や検査が必要なのだと驚か
されました。
　体がそうであるなら、心もまた同じです。いのちの薬で
あるみことばに、絶えず耳を傾けていかなければならない
と思わされました。
（みことばを）見いだす者には、それはいのちとなり、その
全身を健やかにする。　　　　　　（箴言4:22、新改訳）

● 秋・冬のコンサートのためにお祈りください
　上記のスケジュールのために、お祈りください。
　コンサートを通して、主が来場者一人ひとりにお語りく
ださり、救いへと導いてくださいますように。また、私自身の
霊肉と声が守られ、十分な備えをして、主のために用いて
いただけますよう、お祈りください。

　主の豊かな恵みと祝福が、皆様とともにありますよう
に！

工藤篤子

いつもAKWMの働きのためにお祈りくださり、お支えくださっています
ことを、心から感謝申し上げます。


